
奨学会研究報告

<目  的 >

教育水準の向上やマスメディアの発達は,専 門的な

保健 。医療情報を医療専門家以外の人々が気軽に入手

することを可能にした。また,平 均寿命の延びや自分

の健康に対するセルフケアの自覚は,様 々な保健行動

を促進する結果となっている。高齢者においても, 自

分の健康のレベルにあった,よ り健康的な生活を送り

たいというニーズが高まっている。病院から地域へと

看護の場が拡大する中で,マ スメディアの発達や家庭

や地域の社会的環境が保健行動にどのように影響する

かを改めて検討する必要に追られている。

そこで本研究では,健 康行動をとるための心理的準

備状態の一つである,病 気や健康に対する認識,仕 事

やつきあい満足度,生 活満足度とを調査し,それらが,

年齢や性でどのように異なっているか,健 康的な高齢

者の生活状況は,年 齢や性でどのように異なっている

のかを明らかにした。

<研 究方法>

調査対象は,茨 城県U市 ,T市 に在住する65歳以上

(平均年齢734歳 SD=161)の 高齢者486名。地域の

老人クラブ活動に積極的に参加している者である。老

人クラブの活動場所に数回出向き,質 問紙による集合

調査法を行った。

測定した内容は次の5つである。

lAI Health Locus of Control(HLC)

(Bl健康感と身体的健康度

lCl仕事や付合いの内容と満足度

D人 生満足度

0-週 間の生活の実態

以下その内容を簡単に説明する

lAI Health Locus of Control lま, WallstOneら

(1978)によって開発されたMultidimensionl Health

筑波大学医療技術短期大学部

山 本 亨 子

Locus of Control Scale(MHLC)の fOrm Aを

日本語に訳したものである。18の質問項目には,「 自

分自身のコントロール下にあると考えている (INTE

RNAL:IHLC)」 「医師や家族などに重要他者のコ

ントロール下にあると考える (POWERFUL OTH

ERS:PHLC)」 「幸運や不運によるものと考える

(CHANCE HEALTH:CHLC)」 の3つ のHLC

に該当する内容が6項 目ずつ含まれている。質問の内

容に対する賛成の程度を6段階で得点化した (信頼係

数α=0741)。

lBl健康感は,健 康状態の自覚である,一 般に健康

感はその後の死亡の発生や保健行動や楽観的な感覚に

有意に関連すると考えられている。

lCl高齢者の生活のあり方を仕事や家庭での役割と

日常的な付き合いの内容に対する満足度を, 3段 階で

得点化した。

D長 期的で広範な事柄に関する満足度を測定する

目的で,生 活に対する満足の度合を

Neugertenの 生活満足度スケールで測定した。

0高 齢者の一週間の日常生活活動を日記式に記述

し,活 動時間と頻度を調査した。

<結  果 >

lAl～Dの 平均値で性別,年 齢差がみられたものに

ついて述べる (表1)。

① 男 性は,75歳 以上でCHLCが 高くなった。生活

満足度も高くなった。

② 女 性は,75歳 以上でIHLCが 高くなった。

次にlAl～Dlの項目相互の関連を検討した。

③ 男 性は,65-74歳 でIHLCと PHLCの 関連がみ

られた (γ=047)。 75歳以上では,MHLCは そ

の他の項目と関連しなかった。

④ 女 性は,65-74歳 でIHLCと PHLC,PHLCと

高齢者の健康管理態度に関する研究
一 適応指標としてのMHLCの 有用性について一
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表 l MHLCと 健康感 生 活満足度にみられる性 。年齢差
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満足度  満 足度  満 足度
健康感

体全

「

―

側

「
判
洲
劃

８‐

　

６８

男

　

性

270

290

283

297

2 2

2 3

3 1

3 0

65--74だヽ

7 5 -歳

∃
別
劃
ｇ

2 1

2 2

3 2

3 2

65-74歳
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CHLC,IHLCと CHLCと が関連した (順にγ=

044, γ =050, γ =067)。 75歳以上では,PHLC

とCHLCの みが関連した (γ=042)。 女性の生活

満足度とMHLCと の関連では,65歳 -74歳 はIHLC

(γ=046),PHLC(γ =060)で あった。牛れこ75

歳以上では生活満足度とCHLCの 関連が強くなった

(γ=086)。

⑤ 仕 事満足度は,各 HLCと は関連しなかった。 し

かし,仕 事と付合い満足の度合に関連がみられた

(全体でγ=068)。 女性に比べて男性は仕事と付

合いの関連が強かった (65-74歳ではγ=090,75

歳以上ではγ=086)。

⑥ 健 康感と各 HLCと の関連はみられなかった。

⑦ 健 康な高齢者の日常生活ぶりをみると,全 体の余

暇活動時間は,一 週間を通じて女性が25分長かった。

65-74歳では,女 性は家事時間が長く,男性はスポー

ツや社会参加の時間が長かった。75歳以上になると

男性はテレビ時間,家 事,会 話時間が長くなり,訪

問,社 会参加, スポーツ,趣 味時間が短縮した。女

性は,75歳 以上になると家事, スポーツ,会 話が延

長し,テ レビ時間は短縮した。全体の余暇活動時間

は女性は75歳以上で増加した。その結果,男 性と女

性との差は,一 週間で約35時 間に拡大した。

③ 生 活満足度は,75歳 以上がそれ以下の年代より高

かった。男性は,65-74歳 では女性より満足度が低

いが75歳以上になると女性より高くなった。男性の

年代別生活満足度の差は有意であった。

以上のように,lAl～Dlの項目の値や関連性の一部

には性や年齢差がみられた。また,今 回の結果では⑥

に示すように,健 康感は各 HLCに は関連しなかった。

* * p〈00 1

そこで,得点のパターンを8つに分類し,さ らに検討

した。

③ CHLCの みが高い群,PHLCと CHLCが 高い

群, 3つ のHLCが 全て低い群には,健 康感,人 生満

足度,仕 事やつきあい満足度,テ レビとみている時間

などがその他の群にくらべて長いという共通の傾向が

みられた。

健康な高齢者は,全 体としては自分の健康をコント

ロールしているのは,必 ずしも自分の力だけでなく,

家族や友人,時 には運命であるというように非常に柔

軟に考えていることが明らかになった。生活満足度で

は,女 性でのみMHLCの 一部と関連があった。75歳

以上になると,男 性の生活満足度は高くなった。しか

し,余 暇活動の内容や活動時間はむしろ減少している

という傾向がみられた。

日本看護研究学会雑誌 Vol 17 N。  2 1994


